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北海道難病団体連絡協議会
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第ﾉ2]回ﾚ道支為3犬=桧☆

　　　

きらに前塵を顔L石愚，

　

７員2召日清祁､圧(礼朗痢'四)に4o名の会漏と私腹(7ヽ方/;cが

菓り、一耳聞口柱.瀧聊庖ご弐算拿降告ｏ承ぷ応、今後々方釧-と布T役

員心畑E公を行い、そのj隻食雁乞しながら、お互いの4必状にっい

てのさもし合いなど、なごや力ヽに㈲か、れました・

今回は、∧院中にモｐヽかわわず｀、外匿'許可をj写で彦カロされた方

や、這＜遠車肘､ら参加さ糾仁方やg他愉固手術七した賂老りあ｀

そＪん一回ご々参加ご斗にバノろいろじ循庭な者八.合いがさ斗lま

しすご．

　

丿犬賛はこ頑回了夕叶ご｀し不乙．

　　　　　　　　　　　　　　　

;貼や令ぶ令希･考余駈旋

◇ふ◇道内をブロックイヒし淮ず.◇◇◇

　

－じ]に北傷倣ごいってそ．人口の筈jには大変に広い杷域々,"．

いいモ交通.参周があまり発えして.いないjC奇道ｊとは，会ヽ員向ク)交

流がどらしてもう紐ｊ.りません．

また，耳に.一回り秋蚕ｎ出席も大友.㈹難Lな場合がたくさんあ/)

ま寸．道恥部をいくっカソ)プロップに分けて．そご;うブロック毎り

専まりを中心にして．筋無力言.乱万会･,……,淀

え淮した丿覚浪づはコ兄のように介けることが検討さ片唾したが

,都含.し靫ヅｙデ七トづに移八言プ剱ぐ………しヽ,;･,う一方'/ユ．モフ虐ゴ恚居

－
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Ｔきい、

心気幌ブＵ９ツ（丸収丿､講．三笠

　

耳千ノドy／無才面）

　　　

５多弁パ尹藤､上ﾛﾖ、全兼ｍ、中道、矯爪橋本、浙橋ヴャ

　　　

勿丿ト山田づ卜ぐ太日う緋匹ﾕ更に黄木‥柁漆､すは見

　　　

山形実柏手、商橋併

　　　

対米づ甫山、昌下丿竹村、右野岩合滸郎．山峡丿ヽ牡

　　　

妬ビJ.平丿報､下好
っ泄川ブロックドレト⑤寸丿弓レあ古賢味千、士別立面’

　　　

牡爪丿心ト同国、田川言丿卜万い七匹片荷丿律丿十利●

　　　

長作丿､本旧二印］胆
い鸚葡プロップ（畜帽、立涌y士分付言＞j土ﾌﾞ､訟）

　　　

庁り千、悟ご可､;……l､;｀弘一_、も旧づ雨＼七千氷山.高島

で）面絶ブロッフし紅首、留止日方伍Ｕ

　　　

高石-.築前．海参卜､秀利）

０北腿ブロッパ赳見衣回卜遠軽宮面）

　　　

千禁丿心ト匹福烏す子）

や釧路駿ペナ口い､.･･犬釧晒……心y’､右と半広方面）

　　　

前田介丿ヽ野関野江佃

　

これごれクフ七],1,りしI;･ゝμ

ごは魯しに．豪ﾄﾞ台クつ＜方々ドけでこし詐言に⑤して半こ何

闇かイトて八づ八匹バT卜元乱レゲニレソ呵言乙つ工って下さい・

七して
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万丈下谷

　　

伊泰言万言

　

祀支牡ﾄ長･全敗田
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室弟一次､こ瀬厄田

原館･－゛高心ブ禁前

北泥一小野
側路一４野封

／
ぐ
ム印|ふ.当日出島されていないのでI

ご体んｚ了解を得ていＪぬｖび、

よ孔く勾殲いしこ吋

コ川臼こj琵可ごヵ守野さん旦分ノ､山村さんをぽじあぜひ屈韻

か願いしたい言が今勢いレ回しゃいましたが丿本ｙ孫子などト

いふな発を｡考慮してイ今年度は以上のノンベ一に参/j湊した。

旱にに圓ばに全役員以尊乖って、いＡいろな打ち合忙をしたいJ

刄います。またそれぞれクブ七ッフ固て）役友の方々が追労

しﾊあって、地方々)醤員ｎ方やと曰常的に覚決んて下こい、

向、蚤鄙般晨カア々にし良友島鴫差ク)各茸重行亭廬言蔵≒企分ぱ

に効じ脳㈱にご参加下ごるユらふヽ漕収い撒Lします。

　

ご……･に)(::づ4･yi l犯 熊聯､牡圭研究会ooo

　　　　　　　　　　　　　　　　

フ目了ｍ,⑩生年金会食丿

　

ブユ会道女乙部主庖ク)７夕り圓直症一筋無力症京一死会」ズプ

ゾ月引日

　

右岸耳金分舘了㈲む示まし花。

証頌(ユ。市立礼幌嶺個乙内丿斗医長う宮田七生、瀋こ札幌戒令

子j雍Ｕ台玉つりI尹藤先生てべた。

約Ｚ隨言にわた胎スラ几ご与を利用してノ爵腸回胞ノ)胸耳

ご甘扮匹Ｌ列フミ作告を岫八ました。

当にﾖに1、礼帽医大や士Λ皆叶、飯米トカ先生方てｼﾞ今力ﾛき牡シノッ

ド、友酒会廬煮クヽ参方副漆詣瓦めて少麺でした。

2胎………………………………や
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し言詮病連旭川地区集会

謡
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ドｊ悦口才玉叩紐
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ご才！耳

年頃半米生検､言参==７月２こり市り腐刹筑＝=

　

道内で初めて函かれ七謳団無料無診に頌泌四知ヽ塔磋-は

30名が受診レユした。

この換診て恂7必で箭無刀症乙言帷壮わた方毛いました。

大院検査を１１められた人印r腺摘比紬動府を寸ゐことにな

った人が｡それぞ少､巻こ名ずらいまレ丁と。

また、葡無刀遊）″診蔭にば、市立丸幌病靉ロ官汪1医長。白井

亮生_北かjヽ県科ごｙ山村亮生があ忽られよし批。

ま牝。当りＪ渥俤には、筋鋲力症ゴフヽらは、丸幌在住ク）役掘い

方々（唾系IE日さんj芙井さん山田さんう尹瀕を）が、大琵i場Lし

享した， Ｊ゛､｀Ｃ･ ａ

－ホ?ン乙ＪＯ万円こ7)痛卜,付＝

　　

゛聴無が症の瞑期発見の把めにぐ
ｙ－･･二･･tl

r : P O O ! . ■ > t ' " ^

７紬無刀在毛阜ダ､に発屁きれれば、ニんなに苫労し･なべて

疋凛んだろゐに」乙、嬉さんが原因９分らない病気で毛い即

妙

ご呼弘洽奈落もなかったにいう牡男発をお持ちの永井ぶしのご

んかヽふせｸびj検診七役立てて下さいこコｏ万円り寄付がﾝ録

爾ともを迪して行なわれました．支郵でぱヽこク）外金を基漉に

して禎診を重ねようと瀕刺レ匹そく刊回球鎖昧病漉の検

言徊こ遠眼さおました．残ったあ全で｀､並内夕り筋無力岸仁町

ク･蕪診や、瀋姻泗漸診などにで登るだけ奏効目おり辻てもら

うぶう考えていまず．不当にありか七うどざいまし牝．
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道難E＝病達旭り1地四孵会が終ヽ了した徴プ會ヰをしなび'ら

窪川方面の昿希と珍談丿方ｚzり懇言紀全ヽを百き器Ｔ八

元霞に、いろい二なおヽ話をしまレギ尚。

戻ナ芯こそご弓……7･･捷丿咎ぱく匹牛ぐヶ仁9とず十丿丿ヽ
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介立札臓病院官田先生よ/）

「胸腺水出手術ご希望ク√方へ_4

　

夏り崖難病ホ:・検診をl契松に岩田礼Ｌこヵ胸脈摘出を

希望寸石患看がらんと増えました。

　

しヵヽレ重い老者ヴ

寸こ上にべ≒トが不足して

　　　　

看ゴが手不足になるお

それがある乙いうことで≒(とヽ丁しも昔さんｎご期待丿屈Lりには入筒

することがｙとません。しかし予びなを受けた方はぼ丁入親ズ'含

ま二けてごお符ち下さいとご乃ことで乱

まご時期も、夏よ川ま、冬ス言パ甫覆丿鴇個惑染など）面で｀

ヵヽ尤-つてそ手者D合とぶことて汀･

厚生省石千究多広口中京報告発表

　

厚生省心患直症肖乱煕力在言周右研究J･､£い恍長専尾野公

言☆宝｡)ク皿剖む牟/年度石千発知趾所書が発ﾚ紅きれまし花。

特様けすぐに新㈲などでrご存知乙勁いますが､北論述七万レ犬い

八肘ヽと共に証菅力症足有糸車コ6､４人と車京にっいで高じ寺七

Tうﾓしてぃます。

　

王化、j犯告者ｎ中には、㈲膠摘出術ベテロイドホ略二とン､アレ

ドこンバビＴトド二心療法や川ヽ児(フ)筋節力万、視力勝にっいて

オぴ触八吋tてぃユ寸‥今私刀調査､石綿）一層犬曳趾ド期

待さ友衣す。

塵ひ代関詰ッ７なこん八んｊが発行

　　　　　　　　

さ牡五し阻。
ｉ坦ドち」とべ･l

‾トレてj川鳶寸っ

言七上い屈.してい二

甘さんつぐ=ｊ更/1をよ;特
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灯及支白ニュース

　　

ｒ=;才９号心｀送ふれて含まし化。こ二＝こ

　

人阪支部は。副会長自適野さんを申に｀ｔレだ組壇れ｀萍･

大阪支部乱店動や尊求は／いっ七私たち必指針とたっています。

こい申で、沃ず泌U会長けじめ、大飯支部伺瞳邦の方々ｽﾞｱてＵ険さ

れて凡念な旅果のみったといケ甲田先生の西武毒謳､というク)が

辻目をひざまず・

え７府令は丿是､療は薬によふのではな＜、乙しい食事をし、背

丸札正｡レイ更紺をなむレ皮フを部M昨レ正しいにヽをぶトつこ二じに

よダこ痛気を泡本

朝食乞やお､一曰二食丿戸食主義コ矢米を食べ、副食之卿荼、

豆腐大をなど豆瀬、卵白咎作乳小魚奢藻草を町じしレ

まず‥をの他にこ生野おすをの社ビタミン(この多いお祇も常飲し

事す。鏝食と、甘いも３をつっしみ。末フ､枕計か上ﾄﾆえ布かシ

ーソー殺で

ま本また、水乙渇にト分ずつ交互に入るｊＬ冷ｼﾞ谷をレ外気

に裸をたら萍5裸療強をしま寸・人によっては断凛:身娃屯用い

ま不詳乙（はをもフ)着濾を読んざ下きい心

どいうこ乞£ｊが、大蓼ヱフド方‾／ﾏのみ麓iぞぱ、かなノド)個匹

儒ていると７･だぞうぞ玉現㈹医俘エきふば｀、なーんて元気な乙し

を舎づていま寸。

どうぞ1か？

どな化や押拓肢ｔｎ

ご指辱を肺すたい方

ばいエゼ二ん炉？

こタ他、府笑口車宛３

←⑩登丿申にもヽ憚ム牝

すレ乃気がっ炉魯かっ

ソヒ了トドケか八バリタ
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ａ薯石にご協力下き匹
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ゲ

心≒‥､、啓ナプキンｏ入荷が遥れて

　

･yｙしへ

　　　

J-､.ttT:、､'､､．Ｊ-、ｊ．．、．．、
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'Ｆ“･、
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言

　

大変ど遥宮をおかけしてお月ま‾昏昏

約３ヶ月よりビに月劉巨に入荷し叱のどすぶ

極月し捉めに予約こ釧牝方ク)みにあ辻匹
刄した。

於いて入荷されろ混込ひ=クヽざ賑売にゴ協力を

ぶ柳いします．

　　　　　　　　　　　　　

■･-- ････-･r-r-|■･=･･･I･|･-･-･■--4U･･-.
●真の兪

の事典デヶに

‥

ピﾝｸのフ｀白しだり／くし形ど．小２な花が

辿Lられてきました．

遠軽厚宣昿院に入碗中の高橋莫律子さ

七から遮られて念忙毛ぶでみ

設侭景な車務所が．ハ・ツし剛るくな,り

まし批･

手芸ができるほどに元気にならＭ化。

といゐこじです剱。に強＜昭ヽいま寸。

どぅこもあわがと,仏

●変更き玖ました・こ鏃は栄三種郵便物ａ訊可を喫けるため七’峯

　　

改題にっいては、いろいろなご喩丿厄が寄也られまレだが､万雅く

　　

北海道的でかっま釆ａ膜壁を特も４ヽ珊を励享す廊｀じという

　　

ことゼ「釦だち」と決めまし化。碩さん必ｒわすごわＪにしてべ
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丸幌ブヒ1､岬懇談会

　　

？￥こ

　

いっごろ、どこで。ど｀んなふうに瀬っ化ら

　

良いのか､ぜひ二竜泥を､お即か也下さい。

于叫3柑罷市北啼面２ら丁旧べ陳田毅咤

　　

TE(-6琵夕認へどひご差名下きい。
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ために、ぜひ

原稿鵠せて

下さい。

お知ら{£ば｀かりて｢

は贋貯するざも、

鏝心方も､つお､な

いもんで｀１.



谷兼大屋上げ，支部公費。廃止一一j

　

淀濠､鯛帑会費聳に叩円、支節公費犀1,200円と｡なっていまむ

たが､こＪ憲回生約政正サ全国旋丿全衣釧費がで洲に円に増

1雑念紅影し但クビ炎節会費は湊止仇します･

鋤、本部、支部・醤軟膏ク､配分奪鴎従策ゑ仁百･

’ｙ会音の帛入方芸について

　　

ｏ判ｲ郷辰替をご利用下さい。

　　　

り」ヽ讃仰7に全目筋無刃容玉拓心詮よ赤卜七了。

　　　

尚､郵候振贋による削入の方は､郵便局ビ窮行溥心仏込

　　　

証端粛をもべ破収証しい仁します・

　　

・現全書笹郵便ゼゴ入全下さる方は、従秉通中ご）力ぐ

　　　

手数米袖ヽご高くつ（あヽセかがあ/つま寸･

C＞適頒｡名簿について

　　

ダゾブ特lヽ今時ｍつ会員名諾ヽも配布トヨこした力くまだ々け

　　

とトていない方は寸浅口ふ忙下さい。

　　

卜に会員名笑い冊|多円で可。

　　

嶮責鋼入大

卜心なダこの含球対入状呪をお壮ん也しま寸。

　　

察知

　　

耳

　　

ほ分まビ印入さ八ています。

丿
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